
(57)【要約】

【課題】非接触型ＩＣカード取引装置を利用する顧客以

外の非接触型ＩＣカードの誤検知を防止する。

【解決手段】取引装置２１を利用する顧客が非接触型Ｉ

Ｃカード４０をＩＣカード接触検知部３１に接触させた

とき、接触検出信号が出力される。接触検出信号は、制

御部３２へ送出される。接触検出信号が出力された後の

所定の時間（たとえば、３秒程度）の範囲内で、制御部

３２の指令により、ＩＣカード処理部２２で非接触型Ｉ

Ｃカード４０の接近が検知され、接近検出信号が出力さ

れる。接近検出信号が出力されたとき、制御部３２の指

令により、非接触型ＩＣカード４０に記録されている顧

客ＩＤがＩＣカード処理部２２で読取られ、制御部３２

へ送出される。制御部３２で顧客ＩＤに基づいて非接触

型ＩＣカードの使用の可否が識別され、使用可のときに

所定の取引動作が開始される。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
無 線 通 信 に よ り デ ー タ の 送 受 信 を 行 う 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド が 所 定 の 領 域 内 に 接 近 し た と き
に 接 近 検 出 信 号 を 出 力 す る Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 を 有 し 、 該 接 近 検 出 信 号 に 基 づ い て 所 定 の 取
引 動 作 を 開 始 す る 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 取 引 装 置 で あ っ て 、
前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 又 は 物 体 が 接 触 し た と き に 接 触 検 出 信 号 を 出 力 す る 接 触 検 知 部 と
、
前 記 接 触 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た 後 に 前 記 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 に 対 し て 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー
ド の 接 近 を 検 知 さ せ る 制 御 部 と が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 取
引 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
顧 客 Ｉ Ｄ が 記 録 さ れ た 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド が 所 定 の 領 域 内 に 接 近 し た と き に 接 近 検 出 信 号
を 出 力 す る Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 と 、
前 記 接 近 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た と き に 前 記 顧 客 Ｉ Ｄ に 基 づ い て 所 定 の 取 引 動 作 を 開 始 す る
制 御 部 と を 備 え て な る 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 取 引 装 置 で あ っ て 、
前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 又 は 物 体 が 接 触 し た と き に 接 触 検 出 信 号 を 出 力 す る 接 触 検 知 部 が
設 け ら れ 、
前 記 制 御 部 は 、
前 記 接 触 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た 後 の 所 定 の 時 間 の 範 囲 内 で 前 記 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 に 対 し て
前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 接 近 を 検 知 さ せ 、 該 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 か ら 前 記 接 近 検 出 信 号 が
出 力 さ れ た と き に 前 記 顧 客 Ｉ Ｄ に 基 づ い て 前 記 所 定 の 取 引 動 作 を 開 始 す る 構 成 と さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 取 引 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
無 線 通 信 に よ り デ ー タ の 送 受 信 を 行 う 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド が 所 定 の 領 域 内 に 接 近 し た と き
に 接 近 検 出 信 号 を 出 力 す る Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 を 有 し 、 該 接 近 検 出 信 号 に 基 づ い て 所 定 の 取
引 動 作 を 開 始 す る 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 取 引 装 置 で あ っ て 、
前 記 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 に 対 し て 通 信 可 能 距 離 を 調 整 し て 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 接 触 の
み を 検 知 さ せ 、 該 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 か ら 接 触 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た 後 の 所 定 の 時 間 の 範 囲
内 で 前 記 通 信 可 能 距 離 を 再 調 整 し て 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 接 近 を 検 知 さ せ 、 前 記 Ｉ Ｃ
カ ー ド 処 理 部 か ら 前 記 接 近 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た と き に 前 記 所 定 の 取 引 動 作 を 開 始 す る 制
御 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 取 引 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
顧 客 Ｉ Ｄ が 記 録 さ れ た 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド が 所 定 の 領 域 内 に 接 近 し た と き に 接 近 検 出 信 号
を 出 力 す る Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 と 、
前 記 接 近 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た と き に 前 記 顧 客 Ｉ Ｄ に 基 づ い て 所 定 の 取 引 動 作 を 開 始 す る
制 御 部 と を 備 え て な る 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 取 引 装 置 で あ っ て 、
前 記 制 御 部 は 、
前 記 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 に 対 し て 通 信 可 能 距 離 を 調 整 し て 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 接 触 の
み を 検 知 さ せ 、 該 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 か ら 接 触 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た 後 の 所 定 の 時 間 の 範 囲
内 で 前 記 通 信 可 能 距 離 を 再 調 整 し て 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 接 近 を 検 知 さ せ 、 前 記 Ｉ Ｃ
カ ー ド 処 理 部 か ら 前 記 接 近 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た と き に 前 記 顧 客 Ｉ Ｄ に 基 づ い て 前 記 所 定
の 取 引 動 作 を 開 始 す る 構 成 と さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 取 引 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
無 線 通 信 に よ り デ ー タ の 送 受 信 を 行 う 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド が 所 定 の 領 域 内 に 接 近 し た と き
に 接 近 検 出 信 号 を 出 力 す る Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 を 有 し 、 該 接 近 検 出 信 号 に 基 づ い て 所 定 の 取
引 動 作 を 開 始 す る 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 取 引 装 置 に 用 い ら れ 、 前 記 所 定 の 取 引 動 作 を 開 始 す
る 前 に 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド を 検 知 す る 取 引 方 法 で あ っ て 、
接 触 検 知 部 を 設 け て お き 、
前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 又 は 物 体 が 接 触 し た と き に 前 記 接 触 検 知 部 が 接 触 検 出 信 号 を 出 力
す る 接 触 検 出 処 理 と 、
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前 記 接 触 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た 後 に 前 記 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 が 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 接
近 を 検 知 す る Ｉ Ｃ カ ー ド 検 知 処 理 と を 行 う こ と を 特 徴 と す る 取 引 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
顧 客 Ｉ Ｄ が 記 録 さ れ た 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド が 所 定 の 領 域 内 に 接 近 し た と き に 接 近 検 出 信 号
を 出 力 す る Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 と 、 前 記 接 近 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た と き に 前 記 顧 客 Ｉ Ｄ に 基
づ い て 所 定 の 取 引 動 作 を 開 始 す る 制 御 部 と を 備 え て な る 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 取 引 装 置 に 用
い ら れ 、 前 記 所 定 の 取 引 動 作 を 開 始 す る 前 に 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド を 検 知 す る 取 引 方 法
で あ っ て 、
接 触 検 知 部 を 設 け て お き 、
前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 又 は 物 体 が 接 触 し た と き に 前 記 接 触 検 知 部 が 接 触 検 出 信 号 を 出 力
す る 接 触 検 出 処 理 と 、
前 記 接 触 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た 後 の 所 定 の 時 間 の 範 囲 内 で 前 記 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 が 前 記 非
接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 接 近 を 検 知 す る Ｉ Ｃ カ ー ド 検 知 処 理 と 、
前 記 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 か ら 前 記 接 近 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た と き に 前 記 顧 客 Ｉ Ｄ に 基 づ い て
前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 使 用 の 可 否 を 識 別 す る カ ー ド 識 別 処 理 と 、
前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド が 使 用 可 の と き に 前 記 所 定 の 取 引 動 作 を 開 始 す る 取 引 処 理 と を 行
う こ と を 特 徴 と す る 取 引 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
無 線 通 信 に よ り デ ー タ の 送 受 信 を 行 う 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド が 所 定 の 領 域 内 に 接 近 し た と き
に 接 近 検 出 信 号 を 出 力 す る Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 を 有 し 、 該 接 近 検 出 信 号 に 基 づ い て 所 定 の 取
引 動 作 を 開 始 す る 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 取 引 装 置 に 用 い ら れ 、 前 記 所 定 の 取 引 動 作 を 開 始 す
る 前 に 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド を 検 知 す る 取 引 方 法 で あ っ て 、
前 記 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 に 対 し て 通 信 可 能 距 離 を 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 接 触 の み が 検 知
さ れ る レ ベ ル に 調 整 す る 第 １ の レ ベ ル 調 整 処 理 と 、
前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 接 触 の み を 検 知 す る 接 触 検 出 処 理 と 、
前 記 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 か ら 接 触 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た 後 の 所 定 の 時 間 の 範 囲 内 で 前 記 通 信
可 能 距 離 を 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 接 近 が 検 知 さ れ る レ ベ ル に 再 調 整 す る 第 ２ の レ ベ ル
調 整 処 理 と 、
前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 接 近 を 検 知 す る Ｉ Ｃ カ ー ド 検 知 処 理 と 、
前 記 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 か ら 前 記 接 近 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た と き に 前 記 所 定 の 取 引 動 作 を 開
始 す る 取 引 処 理 と を 行 う こ と を 特 徴 と す る 取 引 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
顧 客 Ｉ Ｄ が 記 録 さ れ た 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド が 所 定 の 領 域 内 に 接 近 し た と き に 接 近 検 出 信 号
を 出 力 す る Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 と 、 前 記 接 近 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た と き に 前 記 顧 客 Ｉ Ｄ に 基
づ い て 所 定 の 取 引 動 作 を 開 始 す る 制 御 部 と を 備 え て な る 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 取 引 装 置 に 用
い ら れ 、 前 記 所 定 の 取 引 動 作 を 開 始 す る 前 に 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド を 検 知 す る 取 引 方 法
で あ っ て 、
前 記 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 に 対 し て 通 信 可 能 距 離 を 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 接 触 の み が 検 知
さ れ る レ ベ ル に 調 整 す る 第 １ の レ ベ ル 調 整 処 理 と 、
前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 接 触 の み を 検 知 す る 接 触 検 出 処 理 と 、
前 記 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 か ら 接 触 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た 後 の 所 定 の 時 間 の 範 囲 内 で 前 記 通 信
可 能 距 離 を 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 接 近 が 検 知 さ れ る レ ベ ル に 再 調 整 す る 第 ２ の レ ベ ル
調 整 処 理 と 、
前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 接 近 を 検 知 す る Ｉ Ｃ カ ー ド 検 知 処 理 と 、
前 記 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 か ら 前 記 接 近 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た と き に 前 記 顧 客 Ｉ Ｄ に 基 づ い て
前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 使 用 の 可 否 を 識 別 す る カ ー ド 識 別 処 理 と 、
前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド が 使 用 可 の と き に 前 記 所 定 の 取 引 動 作 を 開 始 す る 取 引 処 理 と を 行
う こ と を 特 徴 と す る 取 引 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
コ ン ピ ュ ー タ に 請 求 項 １ 乃 至 ４ 記 載 の 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 取 引 装 置 の 機 能 を 実 現 さ せ る た
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め の 取 引 制 御 プ ロ グ ラ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 取 引 装 置 、 該 装 置 に 用 い ら れ る 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 検
知 方 法 及 び 検 知 制 御 プ ロ グ ラ ム に 係 り 、 特 に 、 人 の 出 入 り が 多 い コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア な
ど 、 狭 い ス ペ ー ス に 不 特 定 多 数 の 人 間 が 存 在 す る 場 所 に 設 置 し て 好 適 な 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー
ド 取 引 装 置 、 該 装 置 に 用 い ら れ る 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 検 知 方 法 及 び 検 知 制 御 プ ロ グ ラ ム
に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
自 動 現 金 取 引 装 置 は 、 従 来 か ら 銀 行 な ど の 金 融 機 関 に 設 置 さ れ て 利 用 さ れ て い る が 、 近 年
で は コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア な ど に も 設 置 さ れ る 傾 向 に あ る 。 ま た 、 自 動 現 金 取 引 装 置 は 、
従 来 で は 顧 客 が キ ャ ッ シ ュ カ ー ド を 挿 入 す る こ と に よ り 利 用 さ れ る も の が 主 流 で あ っ た が
、 近 年 で は Ｉ Ｃ カ ー ド に よ り 利 用 さ れ る も の が 製 作 さ れ て い る 。 Ｉ Ｃ カ ー ド は 、 接 触 型 Ｉ
Ｃ カ ー ド と 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド と が あ る 。 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド は 、 表 面 に 端 子 が 設 け ら れ 、
同 端 子 を 介 し て 同 取 引 装 置 内 の リ ー ダ ラ イ タ 装 置 と デ ー タ の や り と り を 行 う も の で あ る 。
こ れ に 対 し て 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド は 、 内 部 に ア ン テ ナ を も ち 、 こ の ア ン テ ナ を 介 し て 同 取
引 装 置 と デ ー タ の や り と り を 行 う も の で あ る 。 な お 、 「 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 」 及 び 「 非 接 触
型 Ｉ Ｃ カ ー ド 」 と い う 名 称 は 、 日 本 国 内 に お け る 通 称 で あ り 、 国 際 標 準 で は 、 “ Integrat
ed circuit card with contact  ” （ 外 部 端 子 付 き Ｉ Ｃ カ ー ド ） 、 “ Contactless integr
ated circuit card ” （ 外 部 端 子 な し Ｉ Ｃ カ ー ド ） と い う 。 こ れ ら の カ ー ド の う ち 、 非 接
触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド は 、 使 用 時 の 取 引 装 置 と の 距 離 に よ っ て 通 信 に 用 い る 周 波 数 が 異 な り 、 距
離 が 短 い （ ～ 約 ２ ０ ｃ ｍ ） 近 接 型 は 短 波 、 距 離 が や や 長 い （ ～ 約 １ ｍ ） 近 傍 型 は 長 波 、 さ
ら に 距 離 が 長 い （ 数 ｍ ） 遠 隔 型 は 、 マ イ ク ロ 波 が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 種 の 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 取 引 装 置 は 、 従 来 で は 例 え ば 図 ９ に 示 す も の が あ っ た 。
こ の 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 取 引 装 置 は 、 同 図 に 示 す よ う に 、 自 動 現 金 取 引 装 置 １ で あ り 、 Ｉ
Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ と 、 磁 気 カ ー ド 処 理 部 ３ と 、 通 帳 処 理 部 ４ と 、 レ シ ー ト 処 理 部 ５ と 、 内
部 操 作 部 ６ と 、 顧 客 操 作 部 ７ と 、 ジ ャ ー ナ ル 処 理 部 ８ と 、 紙 幣 処 理 部 ９ と 、 硬 貨 処 理 部 １
０ と 、 制 御 部 １ １ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ は 、 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド が
通 信 可 能 な 領 域 内 に 接 近 し た と き に 接 近 検 出 信 号 を 出 力 す る 。 磁 気 カ ー ド 処 理 部 ３ は 、 キ
ャ ッ シ ュ カ ー ド な ど の 磁 気 カ ー ド が 挿 入 さ れ た と き に 挿 入 検 出 信 号 を 出 力 す る 。 通 帳 処 理
部 ４ は 、 通 帳 に 対 し て 印 字 な ど の 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
レ シ ー ト 処 理 部 ５ は 、 自 動 現 金 取 引 装 置 １ に お け る 処 理 内 容 を 印 字 し た レ シ ー ト を 発 行 す
る 。 内 部 操 作 部 ６ は 、 同 取 引 装 置 １ の 点 検 保 守 作 業 を 行 う た め の 各 種 ス イ ッ チ や 表 示 手 段
な ど を 有 し て い る 。 顧 客 操 作 部 ７ は 、 顧 客 が 操 作 を 行 う た め の タ ッ チ パ ネ ル や キ ー ス イ ッ
チ 、 及 び 表 示 手 段 な ど を 有 し て い る 。 ジ ャ ー ナ ル 処 理 部 ８ は 、 同 取 引 装 置 １ に お け る 処 理
内 容 を 記 録 す る 。 紙 幣 処 理 部 ９ は 、 顧 客 に よ っ て 挿 入 さ れ た 紙 幣 の 識 別 を 行 う と 共 に 、 顧
客 の 要 求 に 応 じ て 紙 幣 の 払 い 出 し を 行 う 。 硬 貨 処 理 部 １ ０ は 、 顧 客 に よ っ て 投 入 さ れ た 硬
貨 の 識 別 を 行 う と 共 に 、 顧 客 の 要 求 に 応 じ て 硬 貨 の 払 い 出 し を 行 う 。 制 御 部 １ １ は 、 Ｉ Ｃ
カ ー ド 処 理 部 ２ か ら 接 近 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た と き 、 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド に 記 録 さ れ て い
る 顧 客 Ｉ Ｄ に 基 づ い て 所 定 の 取 引 動 作 を 開 始 す る 他 、 同 取 引 装 置 １ 全 体 の 制 御 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の 自 動 現 金 取 引 装 置 １ で は 、 顧 客 が 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド を Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ に 接 近 さ
せ 、 同 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド が 同 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ か ら た と え ば １ ０ ｃ ｍ 以 内 の 通 信 可 能
な 領 域 に 接 近 し た と き 、 同 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ か ら 接 近 検 出 信 号 が 制 御 部 １ １ へ 送 出 さ れ
る 。 そ し て 、 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド に 記 録 さ れ て い る 顧 客 Ｉ Ｄ に 基 づ い て 、 制 御 部 １ １ で 非
接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 使 用 の 可 否 が 判 定 さ れ 、 同 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド が 使 用 可 の と き に 所 定
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の 取 引 動 作 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 上 記 の 自 動 現 金 取 引 装 置 １ の 他 、 従 来 、 こ の 種 の 技 術 と し て は 、 例 え ば 、 次 の よ う
な 文 献 に 記 載 さ れ る も の が あ っ た 。
特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 非 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 装 置 で は 、 ア ン テ ナ 部 か ら 非 接 触 式 Ｉ Ｃ
カ ー ド ま で の 距 離 が 検 出 さ れ 、 同 ア ン テ ナ 部 ま で の 距 離 が 所 定 以 内 の と き に 、 デ ー タ 授 受
が 開 始 す る の で 、 本 体 と 非 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド と の デ ー タ 授 受 が 確 実 に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た 自 動 現 金 取 引 装 置 で は 、 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 で 利 用 者 が 非
接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド を 所 持 し て い る か 否 か が 検 知 さ れ 、 金 融 機 関 名 メ ニ ュ ー が 表 示 さ れ 、 同
非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド か ら 選 択 的 な 通 信 に よ っ て 読 み 出 さ れ た 金 融 機 関 名 と 同 メ ニ ュ ー 中 の
金 融 機 関 と の 一 致 が 確 認 さ れ る の で 、 同 カ ー ド を 挿 入 す る 必 要 が な く 、 利 用 者 の 操 作 性 が
向 上 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ４ ９ ０ ７ ２ 号 公 報 （ 第 １ 頁 、 図 １ 、 ２ 、 ３ ）
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ０ ５ ２ ２ ３ ７ 号 公 報 （ 第 １ 頁 、 図 １ 、 ４ ）
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 自 動 現 金 取 引 装 置 １ で は 、 次 の よ う な 問 題 点 が あ っ た 。
す な わ ち 、 図 ９ の 自 動 現 金 取 引 装 置 １ が 、 た と え ば コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア な ど の よ う に 、
人 の 出 入 り が 多 く か つ 狭 い ス ペ ー ス に 不 特 定 多 数 の 人 間 が 存 在 す る 場 所 に 設 置 さ れ た 場 合
、 同 取 引 装 置 １ を 利 用 を 希 望 す る 顧 客 以 外 の 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド が 誤 っ て 検 知 さ れ て し ま
い 、 無 用 な 取 引 動 作 が 開 始 さ れ る こ と が 避 け ら れ な い と い う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 非 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 装 置 で は 、 ア ン テ ナ 部 か ら 非 接 触
式 Ｉ Ｃ カ ー ド ま で の 距 離 が 検 出 さ れ て 通 信 が 行 わ れ る の で 、 不 安 定 要 素 が 多 い と い う 問 題
点 が あ る 。 ま た 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た 自 動 現 金 取 引 装 置 で は 、 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 処
理 部 で 検 知 範 囲 に あ る Ｉ Ｃ カ ー ド が 全 て 検 知 さ れ る の で 、 図 ９ の 取 引 装 置 １ と 同 様 の 問 題
点 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の 発 明 は 、 上 述 の 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 取 引 装 置 の 利 用 を 希 望 す る 顧 客 以 外 の
非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド を 誤 っ て 検 知 す る こ と の な い 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 取 引 装 置 、 該 装 置 に
用 い ら れ る 取 引 方 法 及 び 取 引 制 御 プ ロ グ ラ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 無 線 通 信 に よ り デ ー タ の 送 受 信 を 行
う 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド が 所 定 の 領 域 内 に 接 近 し た と き に 接 近 検 出 信 号 を 出 力 す る Ｉ Ｃ カ ー
ド 処 理 部 を 有 し 、 該 接 近 検 出 信 号 に 基 づ い て 所 定 の 取 引 動 作 を 開 始 す る 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー
ド 取 引 装 置 に 係 り 、 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 又 は 物 体 が 接 触 し た と き に 接 触 検 出 信 号 を 出
力 す る 接 触 検 知 部 と 、 前 記 接 触 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た 後 に 前 記 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 に 対 し て
前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 接 近 を 検 知 さ せ る 制 御 部 と が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と し て
い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 顧 客 Ｉ Ｄ が 記 録 さ れ た 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド が 所 定 の 領 域 内 に 接 近
し た と き に 接 近 検 出 信 号 を 出 力 す る Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 と 、 前 記 接 近 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た
と き に 前 記 顧 客 Ｉ Ｄ に 基 づ い て 所 定 の 取 引 動 作 を 開 始 す る 制 御 部 と を 備 え て な る 非 接 触 型
Ｉ Ｃ カ ー ド 取 引 装 置 に 係 り 、 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 又 は 物 体 が 接 触 し た と き に 接 触 検 出
信 号 を 出 力 す る 接 触 検 知 部 が 設 け ら れ 、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 接 触 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た 後
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の 所 定 の 時 間 の 範 囲 内 で 前 記 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 に 対 し て 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 接 近 を
検 知 さ せ 、 該 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 か ら 前 記 接 近 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た と き に 前 記 顧 客 Ｉ Ｄ に
基 づ い て 前 記 所 定 の 取 引 動 作 を 開 始 す る 構 成 と さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 無 線 通 信 に よ り デ ー タ の 送 受 信 を 行 う 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド が 所 定
の 領 域 内 に 接 近 し た と き に 接 近 検 出 信 号 を 出 力 す る Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 を 有 し 、 該 接 近 検 出
信 号 に 基 づ い て 所 定 の 取 引 動 作 を 開 始 す る 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 取 引 装 置 に 係 り 、 前 記 Ｉ Ｃ
カ ー ド 処 理 部 に 対 し て 通 信 可 能 距 離 を 調 整 し て 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 接 触 の み を 検 知
さ せ 、 該 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 か ら 接 触 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た 後 の 所 定 の 時 間 の 範 囲 内 で 前 記
通 信 可 能 距 離 を 再 調 整 し て 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 接 近 を 検 知 さ せ 、 前 記 Ｉ Ｃ カ ー ド 処
理 部 か ら 前 記 接 近 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た と き に 前 記 所 定 の 取 引 動 作 を 開 始 す る 制 御 部 が 設
け ら れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 顧 客 Ｉ Ｄ が 記 録 さ れ た 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド が 所 定 の 領 域 内 に 接 近
し た と き に 接 近 検 出 信 号 を 出 力 す る Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 と 、 前 記 接 近 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た
と き に 前 記 顧 客 Ｉ Ｄ に 基 づ い て 所 定 の 取 引 動 作 を 開 始 す る 制 御 部 と を 備 え て な る 非 接 触 型
Ｉ Ｃ カ ー ド 取 引 装 置 に 係 り 、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 に 対 し て 通 信 可 能 距 離
を 調 整 し て 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 接 触 の み を 検 知 さ せ 、 該 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 か ら 接 触
検 出 信 号 が 出 力 さ れ た 後 の 所 定 の 時 間 の 範 囲 内 で 前 記 通 信 可 能 距 離 を 再 調 整 し て 前 記 非 接
触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 接 近 を 検 知 さ せ 、 前 記 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 か ら 前 記 接 近 検 出 信 号 が 出 力 さ
れ た と き に 前 記 顧 客 Ｉ Ｄ に 基 づ い て 前 記 所 定 の 取 引 動 作 を 開 始 す る 構 成 と さ れ て い る こ と
を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 は 、 無 線 通 信 に よ り デ ー タ の 送 受 信 を 行 う 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド が 所 定
の 領 域 内 に 接 近 し た と き に 接 近 検 出 信 号 を 出 力 す る Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 を 有 し 、 該 接 近 検 出
信 号 に 基 づ い て 所 定 の 取 引 動 作 を 開 始 す る 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 取 引 装 置 に 用 い ら れ 、 前 記
所 定 の 取 引 動 作 を 開 始 す る 前 に 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド を 検 知 す る 取 引 方 法 に 係 り 、 接 触
検 知 部 を 設 け て お き 、 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 又 は 物 体 が 接 触 し た と き に 前 記 接 触 検 知 部
が 接 触 検 出 信 号 を 出 力 す る 接 触 検 出 処 理 と 、 前 記 接 触 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た 後 に 前 記 Ｉ Ｃ
カ ー ド 処 理 部 が 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 接 近 を 検 知 す る Ｉ Ｃ カ ー ド 検 知 処 理 と を 行 う こ
と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 は 、 顧 客 Ｉ Ｄ が 記 録 さ れ た 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド が 所 定 の 領 域 内 に 接 近
し た と き に 接 近 検 出 信 号 を 出 力 す る Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 と 、 前 記 接 近 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た
と き に 前 記 顧 客 Ｉ Ｄ に 基 づ い て 所 定 の 取 引 動 作 を 開 始 す る 制 御 部 と を 備 え て な る 非 接 触 型
Ｉ Ｃ カ ー ド 取 引 装 置 に 用 い ら れ 、 前 記 所 定 の 取 引 動 作 を 開 始 す る 前 に 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ
ー ド を 検 知 す る 取 引 方 法 に 係 り 、 接 触 検 知 部 を 設 け て お き 、 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 又 は
物 体 が 接 触 し た と き に 前 記 接 触 検 知 部 が 接 触 検 出 信 号 を 出 力 す る 接 触 検 出 処 理 と 、 前 記 接
触 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た 後 の 所 定 の 時 間 の 範 囲 内 で 前 記 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 が 前 記 非 接 触 型
Ｉ Ｃ カ ー ド の 接 近 を 検 知 す る Ｉ Ｃ カ ー ド 検 知 処 理 と 、 前 記 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 か ら 前 記 接 近
検 出 信 号 が 出 力 さ れ た と き に 前 記 顧 客 Ｉ Ｄ に 基 づ い て 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 使 用 の 可
否 を 識 別 す る カ ー ド 識 別 処 理 と 、 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド が 使 用 可 の と き に 前 記 所 定 の 取
引 動 作 を 開 始 す る 取 引 処 理 と を 行 う こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
請 求 項 ７ 記 載 の 発 明 は 、 無 線 通 信 に よ り デ ー タ の 送 受 信 を 行 う 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド が 所 定
の 領 域 内 に 接 近 し た と き に 接 近 検 出 信 号 を 出 力 す る Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 を 有 し 、 該 接 近 検 出
信 号 に 基 づ い て 所 定 の 取 引 動 作 を 開 始 す る 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 取 引 装 置 に 用 い ら れ 、 前 記
所 定 の 取 引 動 作 を 開 始 す る 前 に 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド を 検 知 す る 取 引 方 法 に 係 り 、 前 記
Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 に 対 し て 通 信 可 能 距 離 を 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 接 触 の み が 検 知 さ れ
る レ ベ ル に 調 整 す る 第 １ の レ ベ ル 調 整 処 理 と 、 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 接 触 の み を 検 知
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す る 接 触 検 出 処 理 と 、 前 記 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 か ら 接 触 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た 後 の 所 定 の 時
間 の 範 囲 内 で 前 記 通 信 可 能 距 離 を 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 接 近 が 検 知 さ れ る レ ベ ル に 再
調 整 す る 第 ２ の レ ベ ル 調 整 処 理 と 、 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 接 近 を 検 知 す る Ｉ Ｃ カ ー ド
検 知 処 理 と 、 前 記 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 か ら 前 記 接 近 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た と き に 前 記 所 定 の
取 引 動 作 を 開 始 す る 取 引 処 理 と を 行 う こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
請 求 項 ８ 記 載 の 発 明 は 、 顧 客 Ｉ Ｄ が 記 録 さ れ た 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド が 所 定 の 領 域 内 に 接 近
し た と き に 接 近 検 出 信 号 を 出 力 す る Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 と 、 前 記 接 近 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た
と き に 前 記 顧 客 Ｉ Ｄ に 基 づ い て 所 定 の 取 引 動 作 を 開 始 す る 制 御 部 と を 備 え て な る 非 接 触 型
Ｉ Ｃ カ ー ド 取 引 装 置 に 用 い ら れ 、 前 記 所 定 の 取 引 動 作 を 開 始 す る 前 に 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ
ー ド を 検 知 す る 取 引 方 法 に 係 り 、 前 記 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 に 対 し て 通 信 可 能 距 離 を 前 記 非 接
触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 接 触 の み が 検 知 さ れ る レ ベ ル に 調 整 す る 第 １ の レ ベ ル 調 整 処 理 と 、 前 記
非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 接 触 の み を 検 知 す る 接 触 検 出 処 理 と 、 前 記 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 か ら 接
触 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た 後 の 所 定 の 時 間 の 範 囲 内 で 前 記 通 信 可 能 距 離 を 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ
カ ー ド の 接 近 が 検 知 さ れ る レ ベ ル に 再 調 整 す る 第 ２ の レ ベ ル 調 整 処 理 と 、 前 記 非 接 触 型 Ｉ
Ｃ カ ー ド の 接 近 を 検 知 す る Ｉ Ｃ カ ー ド 検 知 処 理 と 、 前 記 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 か ら 前 記 接 近 検
出 信 号 が 出 力 さ れ た と き に 前 記 顧 客 Ｉ Ｄ に 基 づ い て 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 使 用 の 可 否
を 識 別 す る カ ー ド 識 別 処 理 と 、 前 記 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド が 使 用 可 の と き に 前 記 所 定 の 取 引
動 作 を 開 始 す る 取 引 処 理 と を 行 う こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
請 求 項 ９ 記 載 の 発 明 は 、 取 引 制 御 プ ロ グ ラ ム に 係 り 、 コ ン ピ ュ ー タ に 請 求 項 １ 乃 至 ４ 記 載
の 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 取 引 装 置 の 機 能 を 実 現 さ せ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。

図 １ は 、 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 で あ る 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 取 引 装 置 の 電 気 的 構 成 を 示
す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
こ の 形 態 の 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 取 引 装 置 は 、 同 図 に 示 す よ う に 、 自 動 現 金 取 引 装 置 ２ １ で
あ り 、 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ ２ と 、 磁 気 カ ー ド 処 理 部 ２ ３ と 、 通 帳 処 理 部 ２ ４ と 、 レ シ ー ト
処 理 部 ２ ５ と 、 内 部 操 作 部 ２ ６ と 、 顧 客 操 作 部 ２ ７ と 、 ジ ャ ー ナ ル 処 理 部 ２ ８ と 、 紙 幣 処
理 部 ２ ９ と 、 硬 貨 処 理 部 ３ ０ と 、 Ｉ Ｃ カ ー ド 接 触 検 知 部 ３ １ と 、 制 御 部 ３ ２ と か ら 構 成 さ
れ て い る 。 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ ２ は 、 顧 客 Ｉ Ｄ が 記 録 さ れ た 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド が 通 信 可
能 な 領 域 内 に 接 近 し た と き に 接 近 検 出 信 号 を 出 力 す る 。 磁 気 カ ー ド 処 理 部 ２ ３ は 、 キ ャ ッ
シ ュ カ ー ド な ど の 磁 気 カ ー ド が 挿 入 さ れ た と き に 挿 入 検 出 信 号 を 出 力 す る 。 通 帳 処 理 部 ２
４ は 、 通 帳 に 対 し て 印 字 な ど の 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
レ シ ー ト 処 理 部 ２ ５ は 、 同 取 引 装 置 ２ １ に お け る 処 理 内 容 を 印 字 し た レ シ ー ト を 発 行 す る
。 内 部 操 作 部 ２ ６ は 、 同 取 引 装 置 ２ １ の 点 検 保 守 作 業 を 行 う た め の 各 種 ス イ ッ チ や 表 示 手
段 な ど を 有 し て い る 。 顧 客 操 作 部 ２ ７ は 、 顧 客 が 操 作 し て 取 引 き に 関 す る デ ー タ の 入 力 を
行 う た め の タ ッ チ パ ネ ル や キ ー ス イ ッ チ 、 及 び 表 示 手 段 な ど を 有 し て い る 。 ジ ャ ー ナ ル 処
理 部 ２ ８ は 、 同 取 引 装 置 ２ １ に お け る 処 理 内 容 を 記 録 す る 。 紙 幣 処 理 部 ２ ９ は 、 顧 客 に よ
っ て 挿 入 さ れ た 紙 幣 の 識 別 を 行 う と 共 に 、 顧 客 の 要 求 に 応 じ て 紙 幣 の 払 い 出 し を 行 う 。 硬
貨 処 理 部 ３ ０ は 、 顧 客 に よ っ て 投 入 さ れ た 硬 貨 の 識 別 を 行 う と 共 に 、 顧 客 の 要 求 に 応 じ て
硬 貨 の 払 い 出 し を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
Ｉ Ｃ カ ー ド 接 触 検 知 部 ３ １ は 、 接 触 セ ン サ （ た と え ば 、 物 体 が 接 触 し た と き に オ ン 状 態 と
な る 圧 電 素 子 な ど ） で 構 成 さ れ 、 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド な ど が 接 触 し た と き に 接 触 検 出 信 号
を 出 力 す る 。 制 御 部 ３ ２ は 、 同 取 引 装 置 ２ １ 全 体 を 制 御 す る Ｃ Ｐ Ｕ （ 中 央 処 理 装 置 ） ３ ２
ａ 及 び 同 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ２ ａ を 動 作 さ せ る た め の 取 引 制 御 プ ロ グ ラ ム が 記 録 さ れ た Ｒ Ｏ Ｍ （ リ ー
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ド ・ オ ン リ ・ メ モ リ ） ３ ２ ｂ を 有 し て い る 。 制 御 部 ３ ２ は 、 Ｉ Ｃ カ ー ド 接 触 検 知 部 ３ １ か
ら 接 触 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た 後 の 所 定 の 時 間 の 範 囲 内 で Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ ２ に 対 し て 非
接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 接 近 を 検 知 さ せ 、 同 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ ２ か ら 接 近 検 出 信 号 が 出 力 さ
れ た と き 、 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド に 記 録 さ れ て い る 顧 客 Ｉ Ｄ に 基 づ い て 所 定 の 取 引 動 作 を 開
始 す る 他 、 同 取 引 装 置 ２ １ 全 体 の 制 御 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ２ は 、 図 １ の 自 動 現 金 取 引 装 置 ２ １ の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
こ の 自 動 現 金 取 引 装 置 ２ １ は 、 操 作 パ ネ ル ３ ３ と 前 面 パ ネ ル ３ ４ と を 有 し て い る 。 操 作 パ
ネ ル ３ ３ の ほ ぼ 中 央 に は 、 顧 客 操 作 部 ２ ７ が 設 け ら れ て い る 。 操 作 パ ネ ル ３ ３ の 右 後 部 に
は 、 紙 幣 処 理 部 ２ ９ が 備 え ら れ て い る 。 操 作 パ ネ ル ３ ３ の 左 後 部 に は 、 硬 貨 処 理 部 ３ ０ が
備 え ら れ て い る 。 操 作 パ ネ ル ３ ３ の 右 端 部 に は 、 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ ２ と Ｉ Ｃ カ ー ド 接 触
検 知 部 ３ １ と が 一 体 化 さ れ て 設 け ら れ て い る 。 前 面 パ ネ ル ３ ４ の 右 上 部 に は 磁 気 カ ー ド 処
理 部 ２ ３ が 設 け ら れ 、 同 磁 気 カ ー ド 処 理 部 ２ ３ の 下 側 に は レ シ ー ト 処 理 部 ２ ５ が 設 け ら れ
て い る 。 磁 気 カ ー ド 処 理 部 ２ ３ の 左 側 に は 、 通 帳 処 理 部 ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ３ は 、 図 １ の 自 動 現 金 取 引 装 置 ２ １ に 用 い ら れ る 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 電 気 的 構 成 を 示
す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
こ の 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０ は 、 ア ン テ ナ ４ １ と 、 通 信 制 御 部 ４ ２ と 、 Ｉ ／ Ｏ 部 ４ ３ と 、
Ｃ Ｐ Ｕ ４ ４ と 、 メ モ リ ４ ５ と 、 ア ン テ ナ ４ ６ と 、 電 源 生 成 部 ４ ７ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
こ の 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０ で は 、 同 取 引 装 置 ２ １ の Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ ２ か ら 発 射 さ れ
た 電 力 波 が ア ン テ ナ ４ ６ を 介 し て 受 信 さ れ 、 同 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０ を 動 作 さ せ る た め
の 電 源 が 電 源 生 成 部 ４ ７ で 生 成 さ れ る 。 ま た 、 メ モ リ ４ ５ に は 、 予 め 顧 客 Ｉ Ｄ が 記 録 さ れ
て い る 。 そ し て 、 顧 客 Ｉ Ｄ が 、 メ モ リ ４ ５ か ら Ｃ Ｐ Ｕ ４ ４ 、 Ｉ ／ Ｏ 部 ４ ３ 、 通 信 制 御 部 ４
２ 及 び ア ン テ ナ ４ １ を 順 次 経 て 自 動 現 金 取 引 装 置 ２ １ の Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ ２ へ 発 射 さ れ
、 取 引 に 必 要 な デ ー タ の 送 受 信 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ４ は 、 図 １ の 自 動 現 金 取 引 装 置 ２ １ の 動 作 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト 、 及 び 図 ５ が Ｉ Ｃ
カ ー ド 処 理 部 ２ ２ の 通 信 可 能 な 領 域 を 示 す 図 で あ る 。
こ れ ら の 図 を 参 照 し て 、 図 １ の 取 引 装 置 ２ １ を 用 い た 取 引 方 法 の 処 理 内 容 に つ い て 説 明 す
る 。
同 取 引 装 置 ２ １ を 利 用 す る 顧 客 が 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０ 又 は 同 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０
が 入 っ た 財 布 な ど を Ｉ Ｃ カ ー ド 接 触 検 知 部 ３ １ に 接 触 さ せ た と き 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 同
Ｉ Ｃ カ ー ド 接 触 検 知 部 ３ １ か ら 接 触 検 出 信 号 が 出 力 さ れ る （ ス テ ッ プ Ａ １ 、 接 触 検 出 処 理
） 。 接 触 検 出 信 号 は 、 制 御 部 ３ ２ へ 送 出 さ れ る 。 Ｉ Ｃ カ ー ド 接 触 検 知 部 ３ １ か ら 接 触 検 出
信 号 が 出 力 さ れ た 後 の 所 定 の 時 間 （ た と え ば 、 ３ 秒 程 度 ） の 範 囲 内 で 、 制 御 部 ３ ２ の 指 令
に よ り 、 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ ２ で 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０ の 接 近 が 検 知 さ れ る （ ス テ ッ プ
Ａ ２ 、 Ｉ Ｃ カ ー ド 検 知 処 理 ） 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の 場 合 、 た と え ば 図 ５ に 示 す よ う に 、 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０ が Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ ２
か ら 半 径 Ｒ （ Ｒ ； た と え ば 、 １ ０ ｃ ｍ 程 度 ） の 通 信 可 能 な 領 域 内 に 接 近 し た と き に 、 同 Ｉ
Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ ２ か ら 接 近 検 出 信 号 が 出 力 さ れ る 。 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ ２ か ら 接 近 検 出
信 号 が 出 力 さ れ た と き 、 制 御 部 ３ ２ の 指 令 に よ り 、 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０ に 記 録 さ れ て
い る 顧 客 Ｉ Ｄ が Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ ２ で 読 取 ら れ 、 同 制 御 部 ３ ２ へ 送 出 さ れ る 。 制 御 部 ３
２ で 顧 客 Ｉ Ｄ に 基 づ い て 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 使 用 の 可 否 が 識 別 さ れ る （ ス テ ッ プ Ａ ３ 、
カ ー ド 識 別 処 理 ） 。 カ ー ド 識 別 処 理 （ ス テ ッ プ Ａ ３ ） に お い て 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０ が
使 用 可 の と き に 所 定 の 取 引 動 作 が 開 始 さ れ る （ ス テ ッ プ Ａ ４ 、 取 引 処 理 ） 。 取 引 動 作 が 正
常 に 行 わ れ た 後 、 取 引 終 了 と な る （ ス テ ッ プ Ａ ５ 、 取 引 終 了 ） 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
以 上 の よ う に 、 こ の 第 １ の 実 施 形 態 で は 、 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０ 又 は 同 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ
ー ド ４ ０ が 入 っ た 財 布 な ど が 接 触 し た こ と を 検 知 す る Ｉ Ｃ カ ー ド 接 触 検 知 部 ３ １ を 設 け 、
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同 Ｉ Ｃ カ ー ド 接 触 検 知 部 ３ １ か ら 接 触 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た 後 の 所 定 の 時 間 の 範 囲 内 で 同
非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０ が Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ ２ か ら 通 信 可 能 な 領 域 内 に 接 近 す る こ と を
検 知 す る よ う に し た の で 、 取 引 装 置 ２ １ を 利 用 す る 顧 客 以 外 の 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 誤 検
知 が 防 止 さ れ る と 共 に 、 利 用 者 本 人 の 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０ の み が 検 知 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】

図 ６ は 、 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 で あ る 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 取 引 装 置 の 電 気 的 構 成 を 示
す ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 図 １ 中 の 要 素 と 共 通 の 要 素 に は 共 通 の 符 号 が
付 さ れ て い る 。
こ の 形 態 の 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 取 引 装 置 は 、 同 図 に 示 す よ う に 、 自 動 現 金 取 引 装 置 ２ １ Ａ
で あ り 、 図 １ 中 の Ｉ Ｃ カ ー ド 接 触 検 知 部 ３ １ が 削 除 さ れ る と 共 に 、 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ ２
及 び 制 御 部 ３ ２ に 代 え て 、 異 な る 機 能 を 有 す る Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ ２ Ａ 及 び 制 御 部 ３ ２ Ａ
が 設 け ら れ て い る 。 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ ２ Ａ は 、 制 御 部 ３ ２ Ａ の 制 御 に よ り 、 非 接 触 型 Ｉ
Ｃ カ ー ド ４ ０ と の 通 信 可 能 距 離 が た と え ば 数 ｍ ｍ の 短 距 離 に 調 整 さ れ て 同 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ
ー ド ４ ０ の 接 触 の み を 検 知 し て 接 触 検 出 信 号 を 出 力 し 、 そ の 後 、 同 通 信 可 能 距 離 が 第 １ の
実 施 形 態 と 同 様 の １ ０ ｃ ｍ 程 度 に 再 調 整 さ れ て 同 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０ の 接 近 を 検 知 し
て 接 近 検 出 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
制 御 部 ３ ２ Ａ で は 、 Ｒ Ｏ Ｍ ３ ２ ｂ に 記 録 さ れ た 取 引 制 御 プ ロ グ ラ ム が 第 １ の 実 施 形 態 に 対
し て 変 更 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 制 御 部 ３ ２ Ａ は 、 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ ２ Ａ に 対 し て 通 信
可 能 距 離 を 調 整 し て 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０ の 接 触 の み を 検 知 さ せ 、 同 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部
２ ２ Ａ か ら 接 触 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た 後 の 所 定 の 時 間 の 範 囲 内 で 同 通 信 可 能 距 離 を 再 調 整
し て 同 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０ の 接 近 を 検 知 さ せ 、 同 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ ２ Ａ か ら 接 近 検
出 信 号 が 出 力 さ れ た と き に 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０ に 記 録 さ れ て い る 顧 客 Ｉ Ｄ に 基 づ い て
所 定 の 取 引 動 作 を 開 始 す る 他 、 同 取 引 装 置 ２ １ Ａ 全 体 の 制 御 を 行 う 。 他 は 、 図 １ と 同 様 の
構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ７ は 、 図 ６ の 自 動 現 金 取 引 装 置 ２ １ Ａ の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 第 １ の 実 施 形 態 を 示
す 図 ２ 中 の 要 素 と 共 通 の 要 素 に は 共 通 の 符 号 が 付 さ れ て い る 。
こ の 自 動 現 金 取 引 装 置 ２ １ Ａ で は 、 図 ２ 中 の Ｉ Ｃ カ ー ド 接 触 検 知 部 ３ １ が 削 除 さ れ る と 共
に 、 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ ２ に 代 え て 、 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ ２ Ａ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 ８ は 、 図 ６ の 自 動 現 金 取 引 装 置 ２ １ Ａ の 動 作 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
こ の 図 を 参 照 し て 、 図 ６ の 取 引 装 置 ２ １ Ａ を 用 い た 取 引 方 法 の 処 理 内 容 に つ い て 説 明 す る
。
待 機 状 態 で は 、 制 御 部 ３ ２ Ａ の 制 御 に よ り 、 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ ２ Ａ は 、 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ
ー ド ４ ０ と の 通 信 可 能 距 離 が 数 ｍ ｍ の 短 距 離 に 調 整 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｂ １ 、 第 １ の レ ベ ル
調 整 処 理 ） 。 次 に 、 取 引 装 置 ２ １ Ａ を 利 用 す る 顧 客 が 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０ 又 は 同 非 接
触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０ が 入 っ た 財 布 な ど を Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ ２ Ａ に 接 触 さ せ た と き 、 同 Ｉ
Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ ２ Ａ か ら 接 触 検 出 信 号 が 出 力 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｂ ２ 、 接 触 検 出 処 理 ） 。
接 触 検 出 信 号 は 、 制 御 部 ３ ２ Ａ へ 送 出 さ れ る 。 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ ２ Ａ か ら 接 触 検 出 信 号
が 出 力 さ れ た 後 の 所 定 の 時 間 （ た と え ば 、 ３ 秒 程 度 ） の 範 囲 内 で 、 通 信 可 能 距 離 を 非 接 触
型 Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０ の 接 近 が 検 知 さ れ る レ ベ ル に 再 調 整 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｂ ３ 、 第 ２ の レ ベ
ル 調 整 処 理 ） 。 制 御 部 ３ ２ Ａ の 指 令 に よ り 、 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ ２ Ａ で 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー
ド ４ ０ の 接 近 が 検 知 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｂ ４ 、 Ｉ Ｃ カ ー ド 検 知 処 理 ） 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の 場 合 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 た と え ば 図 ５ に 示 す よ う に 、 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド ４
０ が Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ ２ Ａ か ら 半 径 Ｒ （ Ｒ ； た と え ば 、 １ ０ ｃ ｍ 程 度 ） の 通 信 可 能 な 領
域 内 に 接 近 し た と き に 、 同 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ ２ Ａ か ら 接 近 検 出 信 号 が 出 力 さ れ る 。 Ｉ Ｃ
カ ー ド 処 理 部 ２ ２ Ａ か ら 接 近 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た と き 、 制 御 部 ３ ２ Ａ の 指 令 に よ り 、 非
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接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０ に 記 録 さ れ て い る 顧 客 Ｉ Ｄ が Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ ２ Ａ で 読 み 取 ら れ
、 同 制 御 部 ３ ２ Ａ へ 送 出 さ れ る 。 制 御 部 ３ ２ Ａ で 顧 客 Ｉ Ｄ に 基 づ い て 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド
の 使 用 の 可 否 が 識 別 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｂ ５ 、 カ ー ド 識 別 処 理 ） 。 カ ー ド 識 別 処 理 （ ス テ ッ
プ Ｂ ５ ） に お い て 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０ が 使 用 可 の と き に 所 定 の 取 引 動 作 が 開 始 さ れ る
（ ス テ ッ プ Ｂ ６ 、 取 引 処 理 ） 。 取 引 動 作 が 正 常 に 行 わ れ た 後 、 取 引 終 了 と な る （ ス テ ッ プ
Ｂ ７ 、 取 引 終 了 ） 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
以 上 の よ う に 、 こ の 第 ２ の 実 施 形 態 で は 、 第 １ 及 び 第 ２ の レ ベ ル 調 整 処 理 に お い て 、 Ｒ Ｏ
Ｍ ３ ２ ｂ に 記 録 さ れ た 取 引 制 御 プ ロ グ ラ ム に 基 づ い て Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ ２ Ａ と 非 接 触 型
Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０ と の 通 信 可 能 距 離 の レ ベ ル が 接 触 検 知 に 対 応 す る も の 及 び 接 近 検 知 に 対 応
す る も の に 調 整 さ れ る の で 、 図 １ 中 の Ｉ Ｃ カ ー ド 接 触 検 知 部 ３ １ を 設 け る こ と な く 、 取 引
装 置 ２ １ Ａ を 利 用 す る 顧 客 以 外 の 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 誤 検 知 が 防 止 さ れ る と 共 に 、 利 用
者 本 人 の 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０ の み が 検 知 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
以 上 、 こ の 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に よ り 詳 述 し て き た が 、 具 体 的 な 構 成 は こ の 実 施 形 態 に
限 ら れ る も の で は な く 、 こ の 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 の 設 計 の 変 更 な ど が あ っ て も 、
こ の 発 明 に 含 ま れ る 。
た と え ば 、 図 ２ で は 、 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ ２ と Ｉ Ｃ カ ー ド 接 触 検 知 部 ３ １ と が 一 体 化 さ れ
て い る が 、 互 い に 近 傍 に 設 け ら れ て い れ ば 、 一 体 化 さ れ て い な く て も 良 い 。 ま た 、 図 ３ の
非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０ で は 、 同 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０ を 動 作 さ せ る た め の 電 源 と し て
電 池 が 内 蔵 さ れ て い れ ば 、 ア ン テ ナ ４ ６ 及 び 電 源 生 成 部 ４ ７ を 削 除 し て も 良 い 。 ま た 、 Ｉ
Ｃ カ ー ド 接 触 検 知 部 ３ １ は 、 圧 電 素 子 の 他 、 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド が 接 触 し た と き に 発 光 部
の 光 が 遮 光 さ れ る こ と に よ り 受 光 部 オ フ 状 態 と な る 光 学 式 セ ン サ や 、 同 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー
ド が 接 触 し た と き に オ ン 状 態 と な る マ イ ク ロ ス イ ッ チ な ど で 構 成 し て も 良 い 。 ま た 、 第 １
の 実 施 形 態 で は 、 ス テ ッ プ Ａ １ （ 接 触 検 出 処 理 ） に お い て 、 Ｉ Ｃ カ ー ド 接 触 検 知 部 ３ １ に
接 触 さ せ る 物 体 は 、 Ｉ Ｃ カ ー ド 接 触 検 知 部 ３ １ か ら 接 触 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た 後 の 所 定 の
時 間 （ た と え ば 、 ３ 秒 程 度 ） の 範 囲 内 に 顧 客 が 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド ４ ０ を Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理
部 ２ ２ に 接 近 さ せ る こ と が で き れ ば 、 顧 客 の 手 や 指 な ど で も 良 い 。 ま た 、 各 実 施 形 態 で は
、 自 動 現 金 取 引 装 置 を 例 に し て 説 明 し た が 、 こ の 発 明 は 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド を 用 い て 取 引
を 行 う 装 置 全 般 に 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 こ の 発 明 の 構 成 に よ れ ば 、 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 又 は 物 体 が 接 触 し た
こ と を 検 知 す る 接 触 検 知 部 を 設 け 、 同 接 触 検 知 部 か ら 接 触 検 出 信 号 が 出 力 さ れ た 後 の 所 定
の 時 間 の 範 囲 内 で 同 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド が Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 か ら 所 定 の 領 域 内 に 接 近 す る
こ と を 検 知 す る よ う に し た の で 、 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 取 引 装 置 を 利 用 す る 顧 客 以 外 の 非 接
触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 誤 検 知 を 防 止 で き る と 共 に 、 利 用 者 本 人 の 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の み を 検
知 で き る 。 ま た 、 第 １ 及 び 第 ２ の レ ベ ル 調 整 処 理 に お い て 、 取 引 制 御 プ ロ グ ラ ム に 基 づ い
て Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 と 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド と の 通 信 可 能 距 離 の レ ベ ル が 接 触 検 知 に 対 応 す
る も の 及 び 接 近 検 知 に 対 応 す る も の に 調 整 さ れ る の で 、 Ｉ Ｃ カ ー ド 接 触 検 知 部 を 設 け る こ
と な く 、 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 取 引 装 置 を 利 用 す る 顧 客 以 外 の 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 誤 検 知
を 防 止 で き る と 共 に 、 顧 客 本 人 の 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の み を 検 知 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 で あ る 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 取 引 装 置 の 電 気 的 構 成 を 示
す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 自 動 現 金 取 引 装 置 ２ １ の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 自 動 現 金 取 引 装 置 ２ １ に 用 い ら れ る 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド の 電 気 的 構 成 を 示
す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 自 動 現 金 取 引 装 置 ２ １ の 動 作 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部 ２ ２ の 通 信 可 能 な 領 域 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ６ 】 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 で あ る 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 取 引 装 置 の 電 気 的 構 成 を 示
す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 図 ６ の 自 動 現 金 取 引 装 置 ２ １ Ａ の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ６ の 自 動 現 金 取 引 装 置 ２ １ Ａ の 動 作 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 の 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 取 引 装 置 の 電 気 的 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
２ １ ， ２ １ Ａ 　 　 　 自 動 現 金 取 引 装 置 （ 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 取 引 装 置 ）
２ ２ ， ２ ２ Ａ 　 　 　 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 部
３ ２ ， ３ ２ Ａ 　 　 　 制 御 部
３ １ 　 　 　 Ｉ Ｃ カ ー ド 接 触 検 知 部 （ 接 触 検 知 部 ）
３ ２ ａ 　 　 　 Ｃ Ｐ Ｕ （ 中 央 処 理 装 置 ）
３ ２ ｂ 　 　 　 Ｒ Ｏ Ｍ （ リ ー ド ・ オ ン リ ・ メ モ リ ）
４ ０ 　 　 　 非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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